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2018年 3月 14日 

【ドリームムービー通信：第２号】 

「過去が現在に影響を与えるように、未来も現在に影響を与える。」 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 

第１号は当社の理念を中心に、夢（目標）を持つことの重要性、 

映像化による効果について触れる内容でした。 

 

 

第２号は、その夢の続きということで… 

 

 

■――――――――――――――――――――――――――――――――――■ 

 

過去が現在に影響を与えるように、 

未来も現在に影響を与える。 

 

 フリードリッヒ・ニーチェ（哲学者：ドイツ：1844～1900） 

 

■――――――――――――――――――――――――――――――――――■ 

 

 

 

まずは動画のご紹介。 

 

「皇室チャンネル」や「地方創生・地域再生」など、 

政府の動向や政策を配信する WEB サイト『政府インターネットテレビ』 

（内閣府大臣官房政府広報室） 

 

このインターネットテレビの「労働・産業」カテゴリーの中に、 

今年 1月に公開されたばかりの面白い動画があります。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆ソサエティ 5.0「すぐそこの未来」篇（90秒バージョン） 

https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg16435.html 

https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg16435.html
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

ドローンでの宅配に始まり、無人走行バスまで、 

先進技術が自然と生活に溶け込んでいる様子が伝わってきます。 

 

 

・ドローン宅配（アメリカ・アマゾンでは実用化） 

・AI家電 

・AIスピーカー（アシスタント） 

・遠隔診療 

・スマート農業（無人トラクター） 

・会計クラウド 

・無人走行バス（2017年実走実験開始：日本） 

 

ちなみにですが、ソサエティ 5.0 とは、 

原始時代の狩猟社会（1.0）からはじまる 

第 5世代の「超スマート社会」 

 

AIを代表とする高度な先進技術がもたらす、 

高齢化問題など、あらゆる社会の問題が 

解決された社会を目指すもの。 

 

 

いつ目の前に広がってもおかしくない未来。 

現実に起こるであろう（と感じる）“すぐそこの未来”は、 

荒唐無稽な SF映画よりも 

観る者をワクワクさせるかも知れませんね。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

※「すぐそこの未来」ロングバージョンはこちら。 

ソサエティ 5.0「すぐそこの未来」篇（5分バージョン） 

https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg16432.html 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

 

例えば、一企業の目標を、 

https://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg16432.html
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このようなワクワクするムービーにできたら 

会社全体の雰囲気を変えるくらいのものに… 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

Future of DreamMovie short ver.(2分 24秒) 

https://youtu.be/usVZJuSbHaI 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

動画は受動的なメディアですので、 

ただ繰り返し視聴するだけで、 

みなさんの頭の中に記憶として残り（いわゆる潜在意識ですね） 

現実も夢も同じものになるということが起きるかも知れません。 

 

 

 

前回の繰り返しとなりますが、 

--------------------------- 

成功イメージを映像化し、まるで実現したかのように 

脳に影響を与えれば、もっとも強烈に擬似的な成功体験が 

できるのではないか。 

--------------------------- 

 

 

 

改めて、ニーチェの言葉を借りて… 

 

過去が現在に影響を与えるように、 

未来も現在に影響を与える。 

 

 

 

未来を思い描くことで、現在を変えることができる。 

 

それならば、動画で未来を描くことで、 

現在を変えることができるかもしれません。 

 

https://youtu.be/usVZJuSbHaI
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そして、未来も変わっていくのです。 

 

 

 

さて、「すぐそこの未来」を視聴された方は、 

おそらく、頭の中に 

ワクワク楽しい未来が描かれているのではないでしょうか？ 

 

 

 

最後までお読みいただきありがとうございました。 

 


